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12 月定例市議会 補正予算（追加提案）の内容

核家族化が進み、地域のつながりが希薄となる中、すべての子育て家庭
が、安心して出産・子育てができるよう、妊娠届出時から妊婦や低年齢期
の子育て家庭に寄り添い、定期面談や継続的な支援につなぐ伴走型相談支
援の充実を図るとともに、出産・育児に必要な子育て用品購入費助成等の
経済的支援を一体的に実施します。

対 象 令和４年４月１日以降の出産または出産予定の妊産婦※

※基準日（令和５年１月１日）に市内に住所を有する妊産婦で、令和４年４月１日から令和４年 12月 31
日までに出産した人

※基準日以降に妊娠または出産した人は、妊娠届出時または出産時に市内に住所を有していること

給付額 １人当たり 10万円（妊娠届出時５万円＋出生届出後５万円）

経費内訳

※令和５年４月以降に妊娠および出産する方への支援は、令和５年度当初予算において対応します。

出産・子育て応援交付金
総額 85,850 千円

母子保健事業
補正額 85,850 千円
一般会計
概要 1-(1)-ア 子育て応援室

原則、妊娠届出時や出産後の手続き時に妊産婦等と保健師が対面による面談（オンライン
を含む）を行い、出産・子育てに対する悩みや不安に対応し出産・子育ての見通しを立てる
ことを条件に、出産・子育て応援交付金の申請を受け付けます。これにより、伴走型相談支
援に円滑につなげていきます。
受付開始｜令和５年 1月 10日から 給付開始｜1月下旬

財源（補助率）
県支出金 ５／６
市の負担 １／６（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用）

対象となる人 給付額 対象者数 予算額
令和４年４月から 12 月末までに出産した方 100 千円 557 人 55,700 千円
基準日以前に妊娠し、基準日以降に出産した方 100 千円 185 人 18,500 千円

基準日以降に妊娠した方 50 千円 229 人 11,450 千円

①給付総額 85,650 千円
②事務費（人件費、消耗品費など） 200 千円
①＋②予算総額 85,850 千円

令和４年 12 月 14 日
補 正 予 算 資 料
経営企画部財政課

※国の令和４年度第２次補正予算への対応


